
ベトナム子供基金通信

■ベ トナム子供基金 10周年にあたり

ベトナム青葉奨学会代表

グエン・ ドク・ホゥエ

時のたつのは早いもので、ベトナム子

供基金も 10周年を迎えました。子供基金
は過去 10年間、ベトナムの子どもたちや
教育に多大なる貢献をしてきました。貧

しい子どもたちに 4212件の奨学金を与え、
また、辺境地に4つ の学校を作ってくれ
ました。奨学金を受けた学生たち、学生

の父母、基金から援助を受けた地方の住

民たち、また、ベ トナムのすべてを代表

して、ベトナム子供基金会員の皆様をは

じめ、基金にご協力いただいた方々に対

して、厚くお礼申し上げます。

皆様からの奨学金のおかげで、学生た

ちが勉学を続け、希望の教育段階まで進

学できるようになりました。これまで、

ほとんどの奨学生が高校まで進学し、 4
3人が大学を卒業しました。ベトナムに
おいて高校や大学を出ることは高い理想

であり、まして彼らのような貧しいもの

にとっては一生のあこがれです。学校を

卒業した学生は皆自立し、不自由のない
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生活を送ることができるようになり、社

会に貢献できるまでに成長しました。そ

れはすべて援助いただいた皆様のおかげ

です。皆様が建ててくださった学校はこ

の先 30～50年存続し、農村地や辺境地の
若者たちを育てて、送り出すことができ

るでしょう。その学生の中から地方や国

家に携わる人材も出てくるはずです。そ

して、学校がある地方の住民は皆様の支

援を忘れることはないでしょう。

農村地や辺境地の子どもたちにとって、

外国人を認知するのは皆様が初めてです。

彼らの日本や日本人に対する印象はとて

も良く、感謝の気持ちでいっぱいです。

ときどき、皆様がベ トナムヘ来て、学生

たちと面会し、励ましてくださることは

彼らに温かい気持ちを与えてくれます。

これを機に、日越両民族の友情はますま

す深まっていくことでしょう。

ベ トナムの子どもたち、また、ベ トナ

ム国に対して、皆様が大きな支援をして

くださることは日越両民族の永久的な友

情、また、世界の平和につながっていく

ことと信じています。

最後に、改めて、奨学金を受けた学生、

ベ トナム子供基金から助けられた地方の

ベトナム子供基金 10周年

ベトナム子供基金は6月 3日 、創立 10周年を迎えます。本通信はこれを記念して、「10
周年特集号」を制作しました。「特集号」は子供基金の広報にも使えるよう、活動内容を網

羅しております。会員の皆様には同封送付しましたので、ご高覧いただければ幸いです。
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住民を代表して、基金の会員の皆様、協

力してくれた友人たちに感謝いたします。

最後になりましたが、皆様のご多幸をお

祈りしております。 (Ngus/en Duc Hoe)

*      *      *

■ベ トナム子供基金 10周年を迎えて
ホゥエ氏にファン・ボイ。チャウを重ねつつ

ベ トナム子供基金代表

近 藤  昇

1995年、グエン・ ドク・ホゥエさんの

奨学基金設立の要請を受けて、私が思い浮

かべたのは、その四半世紀前に当時のサイ

ゴンの一角で、縁あつて共に暮らしていた

路上生活の子どもたちのことでした。私た

ちの家にいる限りは、彼らは靴磨きや新聞

売りなどをしながら、希望すれば学校へ行

くことができましたが、それは限られた子

どもたちであり、ほとんどの路上生活の子

どもたちにとっては不可能なことでした。

ホゥエさんはかつて留学生として東京

大学大学院で理論物理学を学んでいた時

代を、アジア文化会館の母体となった新

星学寮で、寮の主宰者であり会館の創設

者でもあった故穂積五一先生の下で過ご

しました。このときの先生や寮の在 り方

に影響を受け、ホウエさんは苦しい勉学

生活を送っていたベ トナム人留学生のた

めの宿舎を自ら立ち上げました。そして

この寮を「東遊 (ド ンズー)学舎」と名
付けました。「東遊」とは 1900年代の初
め、フランス植民地からの独立を求め、

日本への留学運動を推進 した先人ファ

ン 。ボイ・チャウの 「東遊運動」に由来

するものです。そしてこのときすでにホ

ゥエさんは、戦禍のもとにある子どもた

ちへの救援基金を在 日ベ トナム人留学生

とその友人たちから募 り、故国に送る活

動を行っていました。74年に帰国し、幾
多の困難を経た後で、ベ トナムの若者た

ちに日本の科学技術を学ばせたいと考え

たホゥエさんは 91年、「東遊日本語学校」
を設立します。この「東遊日本語学校」

から現在までに数百名のベ トナム人学生

が留学しています。ホゥエさんは、教育

を通じてベ トナムの子どもたちに希望を

与え、その力で人々が幸福に暮らせるベ

トナムを築こうとしているのです。

ベトナム子供基金設立当時、ベトナム戦争

が終わってすでに 20年が経っていました。
しかし、依然として、貧しい家庭の子どもた

ちが教育を受ける機会さえ奪われがちな状況

を、ホゥエさんは黙視できませんでした。

私は、たまたま青年期のある時期をボ

ランティアとしてベ トナムで過ごし、ホ

ゥエさんの気持ちの背景を想像する条件

がある程度ありましたし、アジア文化会

館の職員という地の利もあり、先輩や友

人の協力を得て、95年 6月 に「ベトナム

子供基金」を発会させることができまし

た。しかし私が基金の運営に携わってい

たのは最初の 1年ほどにすぎません。基

金の趣旨に賛同して運営委員になろうと

いう方々がすぐに現れ、歴代の事務局長

を始め、各担当役員を引き受けて現在に

至っています。さらに、さまざまなメディ

アがこの基金を紹介してくださったことに

より、全国各地でホゥエさんの気持ちを受

け止め、奨学金支援の申し出をしてくださ

る多くの方々が現れました。皆様が里親と

して、一般会員として、継続し、代を継ぎ、

あるいは入れ替わって今日までベトナムの

子どもたちを支えてくださっています。

この 10年、ベトナムの子どもたちと彼
らを支えてこられたホゥエさんはじめ、

ベ トナムと日本の皆様からいただいた大

切なものを力にして、これからも歩み続

けたいと思います。  (こ んどう のぼる)
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■黄棒基金で学校建設 ―軸 鵜 告―

新たな「学校建設黄梅基金」がこのたび、会員の覆田耕二郎、小形康善の両氏のご支援に

より、実現します。子供基金の飯田博康事務局長は3月 、ベトナム青葉奨学会のグエン・ド

ク・ホゥエ代表とともに建設予定地を視察し、「学校建設黄梅基金」を実施することを決め

ました。

ベンチェー省 小学校建設予定地視察

飯 田 博 康

3月 16日 (水)朝 6時、ホーチミン市
を出発。ミートー 仙け ¶Ю)からはフェ
リーに2回乗り、やっと ll時 30分、ク
イホア (Quy Hoal村に到着。
村の人口は現在、9500人、うち小学生
が 1000人。小学校は、村に4校ある。

村の産業は稲作とヤシの実。最近は、え

びの養殖が行われている。

郡事務所からは車では行けず、バイクの

後ろに乗って幅 2mの農道を走る。約 20
分で目的の小学校がある。学校は2教室で、

幼稚園 (30人 )と小学校 1、 2年生 (60
人)が勉強する。学校は、 トタン屋根に周
りを板で囲んだもので、大きめの物置小屋

のようだ。

教室は風雨にさらされ、落ち着いて勉強

ができない悪条件である。幸い、近くに村

_fデ
・オ ~ /……… …二持:

が用意した学校建設予定地がある。用地は、

横 20m、 奥行き 50mで造成する必要もな
く、洪水等の心配もない。村の期待通り4

教室が完成すれば、子どもたちはきっと喜

ぶことと思われる。

青葉奨学会のホゥエ氏は、村の人たちが

協力して建設費を節約し、机や椅子が用意

されることを依頼した。

現在、小学 1年から4年生は 120人、
教諭は 3人。竣工は工事着工後 3カ 月。
2005年 9月 の新学年は、新しい学校で勉
強が始まる。

(いいだ ひろやす)

教室はトタン屋根で、板塀で周囲を囲つている。

校舎外観 カット:か tヽせまうし



■里子の声       ピ号 より)

奨学金を受ける喜び

グエン・ティ・ トゥイ・リエウ

私は、小学校 2年生のときから青葉奨学

金をいただいている経済的に恵まれない学

生の一人です。現在、私は中学校4年生に

なりました。これまでの8年間、私は、家

族や友人たちの温かい気持ちに支えられて

生きてきました。また、青葉奨学会は、私

のような貧しい学生をご支援くださいまし

た。

私が小学校 2年生のとき、母は病気のた

めに体が弱くなり、仕事をすることができ

なくなってしまいました。家族の負担が父

の肩に重くのしかかりました。家族の 1日

の収入は、2万 7000ド ンだけです。もし、

これ以上家計が困難になった場合、私は勉

強をやめなければなりません。そのときは、

両親を助けるために、早く大人になりたい

です。

私は、毎日学校へ通い、勉学に励んでい

ます。また、私はいつも心のどこかで、い

つか勉強をやめなければならない日がくる

ことを不安に感じています。ですが、幸運

なことに、私は、青葉奨学会からご支援を

いただいています。引き続き今年も青葉奨

学会にご支援いただけますことを心よりう

れしく思います。両親も私の幸運をとても

喜んでくれています。

初めて奨学金を受け取ったとき、私は本

当に幸せで感動したことを覚えています。

この奨学金支援は、私たちのような貧しい

学生にとって大変大きな意味を持っていま

す。奨学金を通じて、私たちは、里親様の

愛情を実感することができます。友人たち

が奨学金を手にしている姿を見ると、胸が

熱くなります。私は、友人たちのように、引

き続き学校に通うことができます。里親様

からいただいた奨学金は、勉学に必要なも

のを購入するために使わせていただきます。

私たちは、家族や友人、そして、青葉奨

学会の温かい気持ちに支えられています。

幸運なことに、私たちはれ精神的に充実し

た生活を送り、困難を抱えているかわいそ

うな子どもたちに比べて、穏やかに新年を

迎える準備をすることができました。

私たちは、一番幸せな人間です。先輩た

ちを見習い、私たちは、素直で優秀な学生

になるため、一生懸命勉学に励みます。そ

して、両親や里親様、また、青葉奨学会の

先生方や私たちに幸せを運んでくださる皆

様を悲しませないために、日々努力いたし

ます。

青葉奨学会の先生方と里親様のご健康、

ご幸福を心よりお祈り申し上げます。里親

様の愛情、青葉奨学会の先生方と学生の皆

さんの温かいお気持ちにふさわしい学生に

なるため、勉学に励むことをお約束いたし

ます。

(Nguyen既�「hu3/Lieu)

ベ トナムの発展のために

グエン・ティ・キム・リエン

本日は、この記念すべき式典において、

奨学生を代表し、皆様にごあいさつさせて

いただけますことを大変光栄に思います。

先生から青葉奨学金をいただけるという

知らせを受けたとき、私はとてもうれしか

ったことを覚えています。なぜなら、この

奨学金は、私たちが勉強を続けていくため

の、大きな原動力だからです。

毎回、私は里親様に手紙を書き、感謝の

気持ちを伝えました。そして、毎年奨学金
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をいただくため、また、里親様と貧しい学

生たちが学校で勉強をするための条件を整

えてくださる青葉奨学会の先生方を悲しま

せないために、さらに努力することを固く

心に誓いました。

私は、奨学金をいただき、大学に進学す

ることができました。貧しい学生生活の中、

私はこの奨学金にどれほど助けられたかわ

かりません。さらに幸運なことに、この度、

私は、日本への留学が決定いたしました。

日本では、建築、科学、経済についての

理解を深め、留学後はベトナムヘ帰国し、

ベトナム国発展のために、力の限り努力す

ることをお約束いたします。

私は、これからも多くの困難と試練を乗

り越えなければなりません。ですが、私は、

両親や先生方、そして、里親様の期待に応

えることができるように、青葉奨学会の教

えに従い、一生懸命努力することをお約束

いたします。

奨学生の皆さんが、精一杯勉学に励み、

将来成功を収められますことを心よりお祈

り申し上げます。

最後になりましたが、新年における皆様

のご健康、ご多幸、御成功をお祈り申し上

げます。また、学生の皆さんが優秀な成績

を修められますことをお祈りいたします。

(Ng、/en Thi Kim Lien)

*

学業と仕事の両立

リー・クオック・フー

本日この式典において、青葉奨学会につ

いての思いを話させていただけますことを

大変光栄に思います。

7年前、母が、偶然に青葉奨学金をいた

だいている学生の父母と知り合い、そのと

き、私の母は初めて青葉奨学会の存在を知

りました。それ以来、私は学生の間、青葉

奨学会とともに過ごすこととなったのです。

この式典に出席している学生の皆さんの

生活環境はそれぞれ違いますが、一つだけ

共通点があることを私は知っています。そ

れは、貧しい環境にありながらも、家族を

手伝いながら優秀な成績を修めていること

です。それは、本当に貴重なことだと思い

ます。この場をお借りして、学生の皆さん、

先生方、そして里親の皆様に、私の家庭環

境をお話しさせていただきます。

当時、家庭の状況が本当に苦しかつたこ

とを、私は未だに覚えています。父が脳性

まひになったため、家族を養うことが不可

能となりました。母は、市場や路上で物売

りをしていましたが、稼げるお金はごくわ

ずかにもかかわらず、その稼ぎは、すべて

父の薬代に消えていくという過酷な毎日で

した。

生活は非常に苦しく困難を極めました。

さらに、その当時の私は、必死に勉強する

こと以外、家族を助けることはできません

でした。なぜなら、私が困難から抜け出す

ためには、学歴を身に付けるしかないと考

えたからです。

しかし、私たちが諦めることなく辛抱強

く努力を続けたならば、人生は決して私た

ちに背を向けることはありません。このこ

とは、実際に私がすでに経験したことでも

あります。最も苦しいときに、青葉奨学金

が私を救い、学校の友人や先生方が、私を

支えてくれました。叔父叔母、親威、近所

に住む人々も必死に私たち家族を助けてく

れました。

空腹時の一口は、満腹時の一包み以上の

価値をもたらします。野菜が少しと一かけ

らの肉しかないときもありましたが、それ

でも私にとっては、すべてがありがたい皆

様からの大切な気持ちでした。
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大学に進学し、私がアルバイ トをしなが

ら学校に通うようになったため、生活はい

くらか楽になりました。

大学 1年目、私はとても消極的で、学業

にばかり専念していたのを覚えています。

なぜなら、私には、奨学金があったからで

す。しかし、勉強しながら働くということ

は、とても貴重な経験だと思います。教科

書や学校では教えてもらうことのできない、

多くのことを学ぶことができます。

3年生になり、私は懸命に仕事を探し、

ある外国語センターでの正式教員のアルバ

イトをすることが決まりました。それは、

正式教員ではありますが、何の資格も必要

としませんでした。午前中大学に通い、夜

はセンターでのアルバイト、そして日曜は

家庭教師をする生活でした。

最終学年になり、皆が卒業試験の準備を

しているころ、私は、シンガポールのコン

ピューター学校で仕事をすることが決まり

ました。遅いときには夜 9時半過ぎまで教

え、家に帰ってからなんとか時間を作り、

2、 3時間勉強していました。このように
仕事をしながら懸命に勉強を続ける中、私

はある日、オーストラリアの奨学金のこと

を耳にしました。実力を試すつもりで試験

を受けたのですが、思いがけず、その奨学

金に合格することができました。試験日が

近くなって、ようやく仕事を休み、奨学金

試験の準備のため、自分がこれまで学んだ

ことを復習しただけでした。

私は現在、午前中、学校に通いながら、

午後と夜に英語を教えています。二つの違

った分野の仕事、また、経済と教育におい

て、私は成功を収めることができました。

将来、私は自分の会社を設立したいと考

えています。また、夜には勉強を教えるこ

とができればと希望しています。私は、こ

の二つの分野において、喜びを見出すこと

ができました。

今日の私があるのは、青葉奨学会、里親

の皆様、青葉奨学会の先生方、高校の先生

と大学教授のご支援のおかげと、心から感

謝しております。また、友人や親戚、近所

の方々、特に両親に対しては、深く感謝い

たしております。

もし、皆様からのご支援をいただくこと

ができなければ、今日の私はなかったと思

います。将来、もしできることなら、里親

の皆様と一緒に、私のような環境にある子

どもたちを助けてあげたいと思っています。

青葉奨学会が発展し、貧しくとも一生懸命

勉強しているすべての学生たちに、奨学金

が支給されることを願っています。

最後になりましたが、先生方、里親の皆

様、ご来賓の皆様、そして学生の皆さんの

新年における平穏、ご繁栄、ご成功を心よ

りお祈り申し上げます。

(Ly Quoc Phu)
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■青葉の 「制服を贈る活動」

貧しい子どもたちに新しい洋服のプレゼント
青葉奨学会 (ド ンズー日本語学校、ホー

チミン (HCM〉 市)の “春の樹"2005

年のプログラムで、3000着のうちの約 600

着の新しい洋服 (紺のズボン、自のシャツ)

がドゥックホア (Duc Hoa)郡 、カンズ
ォック (Can Giuoc)郡 (ロンアン (Long

Aけ 省)、 そしてカンゾー (Can Gio)郡

(HCM市)の貧しい生徒たちにプレゼン
トされた。残りの洋服は引き続き、クーチ

― (Cu Chi)郡 とビンチャン (Binh Chanh)郡 (HCM市 )、 トゥー トゥア (研lu ttLla)
郡 (ロ ンアン省)の生徒たちに贈呈される。この活動はHCM市 在住の日本人、 ドンズー日
本語学校の先生、生徒たちによって毎年行われているものである。

【トゥイチェー新聞 1月 22日 付 (写真 :同紙ホームページ=http://Ⅵ顎吼′.tuoitre.ccm.vn/よ り)】

■制服を貝曽る活動に参力日して

グエン・バオ・ニーム

今朝は、晴天に恵まれ、私たちは、ロン

アン省ドゥックホア郡へと向かいました。

私はこの度、 ドンズー日本語学校の青葉奨
学会が主催する「経済的に恵まれない子ど

もたちに 1着の制服を贈る運動」に初めて

参加しました。 ドゥックホア郡へ続く道は
曲がりくねり、複雑に入りくんでいました。

私たちの車は、多くの橋を越え、赤土の

道を走っていきました。 1時間ほどでドゥ
ックホア郡の育英会にたどり着きました。

そこは道路に面しているのではなく、とて

も小さな路地にありました。私たちが到着

するころには、すでに先生方と学生たち、

そして学生の家族が集まっていました。

子どもたちは、私たちの到着を待ち望ん

でいたようでした。そんな無邪気な子ども

たちを目の前にして、私は温かい気持ちに

なりました。あめと新しい制服を手にした

子どもたちは、とてもうれしそうでした。

する
“
uq毬赴耐とOr,占 l cho tttl erH muh心 o

ltttill洵ゅⅢ)rl l¬Jス p rdヽすo(齢心
`:I11サじ蜘ぐ・`9く ,■的〕'コ

'米
,知 いぐ,3■ 〔ヽ!

い「 IIIド 4 thB「 lh ドr)l・くtt.llャうい(lV3η
喧と 1脂ケ
=■
●R94n10B″ 皓 白lし脱網un ring●ミmに v〕 LIこ un,9 Hhュ |:li臼

モょi rF HCrvt vtI,占 ag.IDャ Ⅲ  Ⅲ心Eイに,~・ L「 Dhg引れat ig'Dう ng B4
〒P膨
=謝
ョョロ″

=燥
⊃h,と ま々 年ng,き D

「Jイ ひりヽ

喜んでいる子どもたちを見て、私もうれし

い気持ちになり、疲れは少しも感じません

でした。 1時間ほど子どもたちと楽しい時
間を過ごし、名残り惜しい気持ちもありま

したが、 ドゥックホア郡の子どもたちと別
れ、カンズォック郡に向かいました。

カンズォック郡への道のりは長く、道の

両側の木々は、赤土の泥がかかっていたた

め紅葉しているように見え、道を歩く女学

生のアオザイが風に揺れていました。 ドン
タイン小学校は、赤土の道路に建てられて

おり、学校の設備や机や椅子は、大変粗末

なものでした。

子どもたちの制服は着古したため、とこ

ろどころ糸がほつれていました。学校や学

生の様子は、ラックヌイ小学校もタンタッ

プ小学校も同じでした。子どもたちは無垢

で、天真爛漫で明るく、勉強熱心でした。

私は、子どもたちの健気な姿に大変感動し、

心の中に深く印象に残りました。

テトを迎えるにあたり、子どもたちに幸

せを運ぶことができ、うれしく思います。

(ドンズニ日本語辞ぢ選粂・N獣りex■ Bao Nhielll)
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会 員 各 位

2005年 4月 30日

ベトナム韓

代表 近藤 昇

癬 陰 饂 釣 集 のご通知

拝啓 ますま笥噸 こととお喜び申し上げます。

平素はベトナム子供基金の活動に温かいご支援を賜りお礼申し上げます。

さて、下記の通り2005年定期会員総会を開催いたします。

避多に中恐縮ですがご出席いただきたく、ご通知申し上げます。

標

膏己

日時  2005年 6月 18日 (土)午後2時～4時

場所  アジア文イ陛摯腿
2-12-13

雷 舌 0

謹

1揖濡繕霜

2瑞霧霊 20M翁斃却浩
3轄  2005寄嘲舌動垢計匹嗜終
4岳濡薙茶 20054F予錬

スピーチ

(1)テーマ  日本留学生活の課題
(2)ゲストスピーカー
(イ)グェン・コック・カン CNguyenQuoc KhanhJ元青葉奨学生

大阪大学 基礎工学部化学応用科学科2年

(口)ダン・バー・コイ Oang ttKhci)

東京農正大学 工鞘 町ヒ学システムエ学科4年

会員総会は会員の三分の一以上の出席をもって成立しますが、全国各地にいらっしやる会員が総

会にご出席いただくには大変ご無理な状況にあります。この現状から総会当日、ご出席できない方

で委任状提出のない方イ斎紳 とさせていただきます。ご理解とご協力お願いいたします。

なお、総会出欠はがきにご記入の上 6月 6日 (月)までに切手を貼ってご返信ください。

以 上
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ベトナム子供基金2004年活動報告

ベトナム子供基金は 20044私 ベトナム青葉奨学

会に総額1041万3654円の支援が実現できました

会員皆様のご協力に深く感謝申し上げます。内訳

は 青葉奨学生への奨学金として 468名分 479万

5419円、黄梅奨学基金として 503万 5000円の新

たな支援、そして「2005年ベトナム子どもカレン

グー」2000部の58万 3235円です。
「2004年活動方針」イま10周年記念事業を成功

させ青葉奨学会の目的達成のためさらなる貢献を

することでした。おかげさまで黄梅奨学金は農漁

村や山岳地域で経済的に恵まれない小学生、中学

生、高校生を対象に 14地域 270名の学生に奨学金

の支援ができました

は トナム子どもカレンダ下」は 2004年 2月、

ホーチミン市で 204名の青葉奨学生が参加し、絵

画大会が行われました。参加者は楽しく熱心に絵

を描き、大変立派な絵がたくさん描けました。 7

月には「東京都千代田区」と「ベトナム千代田地

球市民の会」共催の「ベトナム夢展覧会」が開催

され、多くの人たちに青葉奨学生に関心を持って

いただきました。カレンダーは会員皆様にご購入

いただきました。その販売金額 63万 3235円のご

協力をいただき、8月 28日、青葉奨学会のグエン・

ドク・ホゥエ代表に2000菩限曽呈ができました

第 3回里子訪問ツアーは7月、ハノイ在住青葉

奨学生 35名と交流会を行いました。式典後の会食

会でゲームや歌を歌い楽しく過ごすことができま

した。きっと奨学生には楽しい思い出になったこ

とと思います。ハノイ奨学会ならびに学校関係者

のご協力に感謝申し上げます。

2004年は86名の新規会員と里親基金 35日増が

ありましたが、既存会員の事情から里親基金は予

算1猷寸して 84万 9280円働妙 となりました 基

金収入減は今後に課題が残りました。一方、経費

は予算187万 1084円に対して、実績は168万 1183

円怠 18万 9901円の経費節約ができました

運営委員会は毎月第 3土曜日、運営委員ならび

に会員の出席で開催されました。里子履歴票なら

びに里子の手紙の翻訳はボランティアの皆様のご

協力で大変スムーズに行われ 感謝申し上SttG
おかげさまで 2004年が無事に終わりました。会員

および関係者の皆様に重ねてお礼申し上げ言曳

ベトナム子供基金2005年活動計画 ∞

ベトナム子供基金は 2005年 6月 3日、発足から

10年を迎えます。10年の歩みでイよ 青葉奨学会の

期待に十分応えることができました。会員皆様の

たゆまぬ温かいご支援に感謝申し上げると同時に

今後のご支援を重ねてお願い申し上げます。

イi)1'甘,ⅢI:)碧 建

に精進できるよう奨学

10周年記念事業として開始いたしました黄梅基

金では、農村・漁村・山岳地域の恵まれない子ど

もたちへの奨学金の支援と学校建設を行います。

2005年も継続してご支援を賜りさらなる拡充を図

りたいと願つております。

『ベトナム子供基金通信』10周年記念特集号を

お届けいたします。10年の歩みと子供基金の実績

をご報告申し上げます。子供基金のPRにもご活
用ください。同通信は青葉奨学生を中心にベトナ

ムの教育事晴について皆様にお伝えすることを目

的に発行いたします。

インターネットのホームページは子供基金の実

情が多くの人にお伝えできるよう継続更新します。

2004年収支計算書のとおり、里親基金、下般基

金および賛助基金等の収入は大変厳しくなってお

ります。2005年予算案のとおり、経費予算を削減

し、青葉奨学会支援総額に対する経費金額を少な

くいたしました。会員皆様のご協力をお願いいた

します9

子供基金はボランティアの皆様のご協力で運営

されています。青葉奨学会駐ホーチミン市日本人

スタッフ、里子の手紙等の翻訳、運営委員の皆々

様には今後ともご協力お願いいたします。

9



項 目 A2004年予算額 B2004年決算額 B―A差額

*収入

当期里親基金 (一般) 5,380,00( 4,530,720 ▲849,280

当期里親基金 (学生) 10.00( 0 ▲10,00C

当期一般基金 600,00( 421,00C ▲179,000

当期贅助金 40000( 262,802 ▲137,198

責梅基金 3,000,000 3,551,500 551,500

利息その他収入 952,759 342,759

当期総収入 10,000,000 9,718,781 ▲281,219

前期繰越額 4,666,113 4,666,113 0

収入合計額 14.666,113 14,384.894 ▲281,219

*支出

奨学金 4,500,000 4,795,41C 295,419

ベトナム責梅基金 5,000,000 5,035,00C 35,000

その他支援 5601000 904,23[ 344,23[

支援金額合計 10,060,000 10734.65: 674,654

経 費

郵送費 237,000 238,97( ▲1,97(

事務所費・会議費 99,384 9618: 3,20(

印刷費・コピー費 162,000 114,06( 47940

通信費 43200 31,27( 11,980

年会費・参加費 50.00( 49、 75(

備品購入費 40,000 35.54( 4,451

スタッフ活動費

ホーチミン事務局 330,000 330,000 0

東京事務局 600,000 600,000 0

損害保険 66,500 63,120 3,380

交通費 (ホーテミン) 110,000 40,830 69,170

交通費 (東京) 80.000 63.180 16.820

雑費・振込み手数料 18,270 34,730

当期経費支出額 1.871,084 1,681,183 ▲189,901

当期収支差額 2,735,029 11969,057 ▲765,972

*当期繰越金差額 2,735,029 1,969,057 ▲765,972

収支計算書 (案)             2005年 予算(案)

(自 2004年 1月 1日  至2004年 12月 31日 )       2005219

単位 :円       単位 :円

2005年予算案

5,280,000

450,000

250,000

5,500,000

150,000

11,650,000

1,969,057

13,619,057

4,200,000

5,400,00(

10000(

9,700,000

227,200

160,000

3720C

0

40,000

315,000

380,000

66.000

70,000

78,00C

40,00C

1,512,784

2,406.27[

緊急支援

基金収入      0
前年線越金  66,472

基金支出      0
次年繰越金  66,472

流動資産

普通預金 みずほ銀行駒込支店 (一般日) 257、 007

みずほ銀行駒込支店 (責梅口) 861,835

みずほ銀行駒込支店 (�hア ) 7,602

郵便振替口座文京グリーンコート (一般口) 36475[

郵便振替口座文京グリーンコート (黄梅日) 806,60C

郵便貯金   文京グリーンコート 170,81(

現金 450



■事務局便り

おかげさまでベトナム子供基金は6月 3日 、

10周年を迎えます。会員皆様の温かいご支援
の賜物と感謝申し上げます。

6月 18日 (土)は、10周年記念の定期会

員総会を行います。会員皆様はお忙しいことと

思いますが、ぜひご出席くださるようあらため

てお願い申し上げます。

10周年記念特集号を同封お届けいたします。

十年一昔と申しますが、子供基金の歩みと成果

の一部を紹介いたしました。懐かしく思われる

ことや大きな実績に驚かされることが多々おあ

りのことと思います。10周年の実績をバネに

新しい歩みを続けたいと思います。

今後とも皆様の温かいご支援よろしくお願い

申し上げます。

本通信等の発送は、経費節約のため運送会社

のメール便を利用することにいたしました。郵

便と異なり転居先へ転送されません。お手数で

すが住所変更の際は事務局へご連絡ください。

里親基金と一般基金のお問い合わせが多くな

っております。今後は封筒のあて名ラベルに会

員皆様の里親基金や一般基金の最終入金日を表

示いたします。参考にしてください。

示は、「会員番号 (KD― ×××)年 /月 /

■ご入金報告

鼓 援ありがとうございます。(敬称略)

2604年 12月

里親基金 :金城清喜、小岩井元雄、三好重仁、

中里llH子、斯波悦久、小日久美子、福留智子、

岡準造、本間きく、小河原理枝、尾形嘉吉子、

松石陽子、木塚晴夫、福島三恵、橋本誠勇、原

田隆子、笠原省三、薄田純子、佐藤成子、三戸

雄造、柴田愛子、湊記代江、中台正四、安部伸

之、雨宮徹、長谷川博勇、佐藤春美 一般基金 :

佐々木和子、代田泰彦 賛動基金 :小西淳子、
文京まつり補助金、廣瀬掌子、金城清喜 黄梅
基金 :福田和子、服部泰子 カレンダー :飯田
博康 切手 :佐藤一也

2665年 1月

里親基金 :馬場登、貝瀬久光、根石三恵子、東

亮一、保柳晴子、菊池幸子、久保田詔子、今井

幸恵、中塚正信、磯谷好子、湊記代江、高橋笙

子、小谷瑠璃子、東京美装「従業員ボランティ

ア基金」 賛助基金 :山 口綾乃、他 ヘーアク
ア、山内柏 黄梅基金 :小形康善、覆田耕二郎
カレンダー :細川敦子、岡村進、ピースインツ

アー・鈴木努 切手 :細川敦子

2005年 2月

里親基金 :石田晴子、渡辺員理子、小島綾子、

小沢照男、山之内美佐子、阪本恵美子、植田泰

史、石川邦夫、古池幸生、高橋強、米花伸子、

佐藤一也、吉川素子、宮澤武、海老澤純子、財

前哲也、山口奈保美、中村伸、芳賀善正、桂の

ぶ子、清水勇治、堺ゆみ、池田仁、飯塚恵美、

中村定男、竹内譴子、姜兵成、小形康善、清水

匡、須田美智子、呂新一、國枝武士、くにたち

地域国際交流・研修桜井良子、伊藤栄子、中塚

正信、原二郎、東京小金井ロータリークラブ、

hlaret飛鳥、湊記代江、加藤光枝 一般基金 :

宮澤武、川崎幸江、外山経子 賛助基金 :松田
幸子、阿部潤、Mttet飛鳥、安藤鈴子、吉田

節子、募金 黄梅基金 :海老澤純子 カレンダ
ー :岡準造

【編集後記】個人情報保護法が 4月 1日 、

施行されました。当基金は収集した個人情

報を基金の管理、会員との連絡および付随

する業務に関し利用いたします。また、先

にお知らせしたように、会費の領収書発行

の原則廃上にともない、会費納入された方

のお名前を本通信に記載しております。本

通信への記載を望まれない方は、事務局ま

でご連絡ください。 (望月)

Owner
長方形

Owner
長方形

Owner
長方形



■2005年 4月 7日現在の会員と奨学生 (里子):

里親基金 :222名 (297日 )、 一般基金 :47名 (54日 )=青 葉奨学生 406名
■学校建設黄梅基金 :ベンチェー省クイホア村に小学校建設中

ベ トナム子供基金 10周年記念事業

ベトナム黄梅基金

1口 1万円
ベトナム子供基金の会員で基金を設立します。

お申し込みは次の専用口座にお願

いします。

国座名義「ベトナム子供基金」

郵便振替

00190-6-666994

銀行振込

みずほ銀行駒込支店

支店番号 559

普通預金  8071959

個別黄梅基金

1口 30万円以上

個人またはグループで黄梅基金を設立します。基金の

名前、支援地域・学校等は、ご相談の上、決定します。

学校建設責梅基金
青葉奨学会と相談の上、個人またはグループで学校建

設と黄梅基金を併設した基金を設立します。

ベトナム子供基金会員募集

里親基金

年額 1口

2万円

特定の「里子」に奨学金を支給する里親になっていただきます。

ベトナム青葉奨学金から子どもの履歴票が届き、子どもとの手紙

のやりとりができます。 (学生会員は年額 1口 1万円)

会費納入は次の口座にお願いしま

す。

口座名義「ベトナム子供基金」

郵便振替

00140-1-70399

銀行振込

みずほ銀行駒込支店

支店番号  559

普通預金 1495745

一般基金

年額 1口

1万 2000円

子どもたち全体の「里親」という関係を想定しています。子供基

金通信によって、会の運営、子どもたちの様子をお伝えします。

賛助基金 一般基金に準じます。金額、回数等、いっさい自由です。

ベ トナム子供基金

東京都文京区本駒込 2-12‐ 13

アジア文化会館内 〒■3-8642

電話 (代表):03-39464121

ファクス :03-3946-7599

電子メール :kodomα敵�@山町com

ベトナム青葉奨学会

QUYHOCBONG LAXANH
c/oTRUONG NHAT NGU DONG DU

43D/46 HoAran Hue,Q.Phu Nhuan

Ho Chi Minh,VietNaln

電言舌:84弔 -8477359

ホームページ :h中://hOmepage3.�町。cOnvvc,      ファクス :84‐ 8‐8477527
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